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『土

佐

熱

』
に

關

す

る

研

究

(第

一
報
)
(承
前
)

高
知
市

下

村

次

男

第
四
章

恢
復
期
患
者
血
清

の
既
知
「
レ
プ

ト
ス
ビ
ラ
」
に
對
す
る
反
應

に
就

て

本
症
は
前
章

に
於

て
記
述
せ
る
如
く
疫
學
的
竝
び
に
臨
牀
學
的
見
知
よ
り
全
く
獨
立

せ
る
病
原
不
明
の
熱
牲
疾
患
と
考

へ
ら

る
ゝ
も
本

症
が
「
レ
プ
ト

ス
ピ
ラ
」
病

(以
下

「
レ
プ
ト
噛と
略
稱
す
)
の

一
種
な
る
べ
し
と
考

へ
ら
る

ゝ
に
到
り
た
る
は
本
症
の
臨
牀
所
見
に
不
全
型

ワ
イ
ル
氏
病

に
近
似
せ
る
病
型
を
呈
す

る
場
合
あ
る
こ
と
、
及
び
流
行
地
域
が

「
レ
プ
ト
」
病
流
行
地
域
と
殆
ん
ど
同

一
廣
域
に
存
在
す

る
こ
と
等

に

始
ま
り
し
も
の
な
ら
ん
も

先
年
井
戸
氏
等
が
土
佐
の

秋
熱
患
者
の

血
清
が
七

日
熱
病
原

「
レ
プ
ト
」
に
反
應
あ
り
と
報
告

し

て
よ
り
學
界

の
興
味
を
引
き
「
レ
プ
ト
」
を
病
原

と
推
定
し

て
の
研
究
盛
な
り
し
も
未
だ
病
原
體
の
發
見
報
告

に
は
接
せ
す
然

か
も
實

際
本
症
流
行
地

に
あ
b

て
永
年
多
數

の
患
者
を
親
し
く
診
療
す

る
に
極
め
て
屡

々
不
全
型

ワ
イ

ル
氏
病
と
誤
認
し
易
き
例
症
に
遭
遇
す

る
こ
と
あ
る
は
甚
だ
興
味
多
き
所

に
し

て
且

つ
本
症
恢
復
期
患
者
血
清
が

「
レ
プ
ト
」
病
の
何
れ
の
病
原
に
反
應
を
呈
す

る
や
否
や
井
戸

氏
等

の
實
驗
後
十
數
年
を
經
過
し
其
問

二
、
三
「
レ
プ
ト
」
の
株
も
發
見
せ
ら
れ
た
り
し
か
ば
茲
に
本
症
の
恢
復
期
血
清
に
就
て
再
試
決

定
の
要
あ
り
と
信
じ
今
囘
東
京
帝
國
大
學
傳
染
病
研
究
所

に
於

て
高
木
逸
磨
教
授
の
御
指
導
を
辱

う
し
本
症
恢
復
期
患
者
血
清

と
既
知

「
レ
プ
ト
し
(ワ
イ

ル
、
秋
疫

A
型
、
七
日
熱
、

「
レ
プ
ト
」
及
び
水

「
レ
プ
ト
」
、
「
フ
ヰ
ブ

リ
ー
リ

ス
」)
と
の
免
疫
反
應
を

檢
し

い
さ

ゝ
か

興
味

あ
る
成
績

を
得
た
る
を
以

つ
て
竝
に
報
告
せ
ん

と
欲
す

る
も
の
な
り
。

パ
イ
フ
ェ
ル
氏
反
應

に
依
る
實
驗

「
レ
プ
ト
」
の
種
屬
決
定
叉
は
病
原
確
定
に
海
獏
を
用
ひ

て
パ
氏
反
應
を
行
ひ
其
結
果

の
確
實

な
る
こ
と
は
既

に
知
ら
れ
お
る
所
な
り

と

雖
も

パ
氏
反
應
に
最
も
重
要
な
る
役
割
を
演
じ
其
結
果
を
左
右
す

る
所

の
使
用
菌
株
の
毒
力

一
定
及
強
毒
力
を
有
す

る
菌

の
採
取
と
言

下
村
=
『土
佐
熱
』
に
關
す
る
研
究

五
〇
三
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下
村

=
『
土
佐

熱
』
に
關
す
る
研
究

五
〇
四

ふ
事

に
關
し

て
は
「
レ
プ
ト
」
を
用
ひ

る
場
合
に
於

て
は
甚
だ
困
難

に
屬
す

る
點
に
し

て
卸
ち

「
レ
プ
ト
」
屬

は
毒
力
移
動
し
易
く
使
用
海

狽
も
幼
弱
感
受
性
強
き
を
用
ひ
ざ
る
べ
か
ら
す
、
從

つ
て
感
染
致
死
迄

の
觀
察
を
要
す

る
日
數
内

に
自
然
斃
死
す

る
も
の
續
出
し

て
成

績
擧
ら
ざ

る
を
常
と
し
遂
に
は
そ
の
結
果

に
誤
り
を
生
す
る
こ
と
あ
り
然
か
も
七

日
熱

「
レ
プ
ト
」
の
如

き
弱
毒

に
し

て
感
染
力
な
き
も

の
は
刈
氏
反
應
原

法
に
依
る
判
定
は
不
能
な
り
從

つ
て
此
場
合
は
腹
腔
液
内

に
於

て
「
レ
プ
ト
」
の
生
存
日
數
消
長
等
を
論
じ
て
決
定
す

る
方
法
を
取
る
も
の
と
す
。

依
り

て
余

は
ワ
イ

ル
氏
病

「
レ
プ
ト
し
の
如
き
比
較
的
強
毒
な
る
「
レ
プ
ト
」
を
用
ふ
る
場
合
に
於

て
も
腹
膣
液
内

の
「
レ
プ
ト
」
の
消
長

及

蓮
動
状
態
等
を
時
間
的
に
觀
察
し
て
後

其
心
血
を
培
養
し
此

の
成
績

を
加

へ
ず、
本
反
應
の
判
定
を
二
十
四
時
間
を
以
つ
て
終
了
せ
し

め

得
る
方
法
を
行
ひ
た
り
、

「
マ
ウ

ス
」
を
用
ひ

て
パ
氏
反
應
を
行
ふ
場
合

「
マ
ウ

ス
」
は
海
獏

に
比
し
て
ジ

プ
ト
し
屬
に
は
感
受
性
弱
し
從
つ
て
腹
腟
内

の
殺

「
レ
プ
ト
」
素
も
多
<
含
有
せ
ら

る
ゝ
筈

に
し

て
陰
性

陽
牲
の
差
強
く
發
現
し
判
定
不
明

の

(±
)
に
屬
す

る
も
の
ゝ
出
現
は
稀
れ
な
り
。
本
法

の
海
狽
を
用

ふ
る
場
合
よ
り
優
秀
な

る
成
績

を

擧
ぐ
る
二
と
は
既

に
新
家
氏

の
實
驗
に
よ
り
て
明

に
せ
ら
れ
陀
る
所

に
し

て
余

も
亦
同
氏
の
方
法
を
そ
の
儘
應
用
し

て
行
ひ
興
味
多
き

結
果
を
得
陀
り
。

以
上
二
つ
の
溶
菌
現
象

を
應
用
し
土
作
熱
恢
復
期
患
者
觀
清
を
繪
査
せ

る
他
リ
ー
ケ

ン
。ヘ
ル
グ
氏
反
應
を
も
試
み
三
者
を

一
姑
し
て
結

論
を
得
ん
と
し
た
り
。

術

式

一
、

パ
イ
フ
ェ
ル
氏
反
應

海
獏
を
用
ひ
る
場
合

從
家
行
は
れ
た

る
術
式
を
其
儘
應
用
せ
り
、
即
ち
生
理
的
食
鹽

水
を
以
つ
て
五
倍
、
十
倍

に
稀
釋
せ
る

患
者
血
清

一
・
〇
竓
に

菌
液

一
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・
C
竓
を
加

へ
て
よ
く
混
和
し
之
を
海
獏
腹
腟
内

に
注
入
す
、
對
照
は
免
疫
血
清
又
は
ワ
イ

ル
氏
病
患
者
血
清
を
同
樣

に
稀
釋
し

一
.
〇

竓
に
菌
液

一
・
〇
竓
を
加

へ
た

る
も

の
を
注
入
す
。

斯

く
し

て
注
入
後
三
十
分
、

一
時
間
、

一
時
間
半
、

二
時
間
、
六
時
問
、

二
十
四
時
問

に
し

て
硝
子
毛
細
管
を
以
つ
て
腹
膣
液
を
採
取

し
暗
視
野
装
置
の
下

に
「
レ
プ
ト
し
の
有
無
及
蓮
動
状
態
を
觀
察
し
、
更
に
其
海
獏
の
心
血
を
六
時
間
、

二
十
四
時
間

の
二
囘
に
亙
り
採

血
し

て
培
養
し
た
り
。

「
マ
ウ

ス
」
を
用
ひ
た
る
場
合

新
家
氏
よ
り
親
し
く
教
を
乞

ふ
て
實
施
す
、
郎
ち
患
者
血
清
は
海
獏

に
使
用
し
た

る
も
の
と
同
樣

に
生
理
的
食
鹽
水
を
以

つ
て
五
倍
、

十
倍

に
稀
釋
し
〇
・
二
竓
に
菌
液
〇
・
二
竓
を
加

へ
て
よ
く
混
和
し
之
を
腹
膣
内

に
注
入
す
。
對
照
は
同
樣
免
疫
血

清
又
は

ワ
イ
ル
氏
病

患
者
血
清
を
稀
釋
し
其
〇
・
二
竓
に
菌
液

〇
・
二
竓
を
潴

へ
た
る
も

の
を
注
入
す

期
く
し

て
海
獏
を
使
用
し
た
る
場
合
と
同
樣

に
時
間
的
に
腹
腟
液
を
探
取
し
暗
視
野
装
置

の
下
に
嶮
査
を
行

ひ
た
り
。

二
、
リ
ー
ケ

ン
ベ
ル
グ
氏
帶
荷
現
象

井
上
氏
法
に
依

る

被
檢
血
清
は
何
れ
も
昭
和
九
年
土
佐
熱

と
診
斷
し
た
る
患
者
の
恢
復
期
血
清
に
し

て
之
れ
を
攝
氏
五
十
六
度

に
三
十
分
間
作
用
せ
し

め

非
働

性
こ
な
し
生
理
的
食
鹽
水
を
以
つ
て
遞
減
的

に
稀
釋
せ
る
も

の
、
使
用
「
レ
プ
ト
し
液

は
數
年
來
傳
研

ワ
イ

ル
室

に
保
存
せ
ら
れ
た

る
引
イ

ル
秋
疫
A
型
、
七

日
熱

「
レ
プ
ト
」
を
使
用
時
輻
島
培
地

に
移
植
し
四
十
入
時
間
に
し
て
無
數
に
發
育
し
活
撥
な
る
も
の

補
體
液
は
體
重
三
百
琵
内
二外
の
海
獏
を
早
期
塞
腹
時

に
心
臟
穿
刺
に
よ
り
探
血
し

二
十
四
時
間
氷
室
に
放
置
後
析
出
せ
る
血
清
を
補
體

原
液
と
な
し
之
を
生
理
的
食
鹽
水
を
以

つ
て
四
倍

に
稀
釋
せ
し
も
の

血
小
板
液
は
海
獏
の
心
臟
血
液

に
二
%
枸
櫞
酸
曹
逹
加
生
理
的
食
鹽
水
の
四
分

一
量
を
混
じ
た
る
「チ
ト
ラ
ー
ト
ブ

ル
ー

ト
」
を
用
ひ
た

り
右
四
種

の
材
料
を
各

一
白
金
耳
宛
取
り

て
清
淨

な
る

「
オ
ブ

エ
ク
ト
」
硝
子
上
に

混
和
し

直

に
「デ

ッ
キ
」
硝
子
に
て

覆
ひ

其
周
圍
を

下
村
=
『土
佐
熱
』
に
關
す
る
研
究

五
〇
五
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下
村
=
『土
佐
熱
』
に
關
す
る
研
究

五
〇
六

「
ス
テ

ア
リ

ン
」
蝋
燭

に
て
封
鎮
し
室
温
に
放
置
し

て
三
十
分
後
及

一
時
間
後
の
二
囘

に
之
を
暗
視
野
装
置

に
て
檢
査
せ
り
。

以
上
三
方
法
に
依

る
免
疫
反
應
は
左
表

の
如
き
結
果
と
な
れ
り

(
「
フ
ェ
ブ
リ
ー
り

ス
」、
水
中

「
レ
プ
ト
」
に
於

て
も
同
樣
實
驗
を
行
な
ひ

し
も
全
く
反
應
な
か
り
し
か
ば
之
れ
を
省
略
す
)
。

第

一
、

ワ
イ

ル
氏
病

「
レ
プ

ト
」
と
の
關
係
に
就
て

使
用
病
原

の
毒
力

使
用

「
レ
プ

ト
「は
患
者
株
に
し

て
數
年
來
傳
研
ワ
イ
ル
室
に
保
存

せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
使
用
時
幅
嶋
培
養
基
に
移
植
し
三
十
五
度
に

四
十
入
時
間
培
養
し
其
〇
・
五
竓
を
體
重

二
〇
〇
乃
至

二
五
〇
瓦

の
海
獏
の
腹
膣
に
注
入
す

る
に
例
外
な
し

に
七
、
八

日
に
發
黄
し
九
乃

至

一
〇

日
に
は
斃
死
せ
し
む
る
毒
力

を
有
す
。

「
マ
ウ

ス
」
に
對
し
て
は
同
じ
培
養
を
〇
・
三
竓
腹
腟
内

に
注
入
す
れ
ば
四
乃
至
五

日
間
は
確
實

に
存
在
し
輕
度
の
發
黄
を

見

る
も

罹
感

斃
死
す

る
こ
と
な
き
程
度

の
も
の
な
り
。

此

の
ワ
イ
ル
「
レ
プ
ト
」
と
土
佐
熱
恢
復
期
患
者
血
清

一
〇
例
と
の
各
種
反
應
は
別
表
の
如

く
海
獏
使
用

の
場
合
も
「
マ
ウ

ス
」
使
用
の
場

合
も
共

に
全
く
陰
性
な
る
を
認

め
た
り
。

第

二
、
秋
疫

A
型

「
レ
プ
ト
」
と
の
關
係

に
就

て

使
用
病
原

の
毒
力

使
用
病
原
は
佐
藤
氏
に
依
り
大
分
縣
野
津
原
町
に
て
分
離

さ
れ
た
る
も
の
に
し
て
福
島
氏
培
地

に
培
養
し
三
十
五
度

に
四
十
八
時
間
置

き
た
る
も
の
〇
・
五
竓
を
體
重

二
〇
〇
乃
至
二
五
〇
瓦

の
海
獏

の
腹
腔
内

に
接
種
す
れ
ば
八
乃
至
九

日
に
發
黄
す

る
も

斃

死
に

封
ら
す

し
て
治
癒
す

る
も
の
有
り
と
言
ふ
程
度
な
り
。

「
マ
ウ

ス
」
に
對
し

て
は
同
じ
純
培
養

〇
・
三
竓
の
注
入
に
よ
り
そ
の
腹
腔
液
内
に
三
日
は
必
す
存
在
す
れ
共
發
黄
す

る
こ
と
な
か
り
き
。

ハ表
中
+
+
+
+
+

+
ば
「
レ
プ
ト
し
の
生
存
及
運
動
等
を
示
し
即
ち
パ
茂
反
應
陰
性
を
意
味
せ
り
)



57

第 一 表

ワ イル 「レプ ト」 パ イ フ ェル氏 反 應(海 獏)

第 二 表

ワ イ ル 「レ プ ト」 パ イ フ ェルノ氏 反 應 「マ ウ ス 」

 

下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關
す
る
研
究

五
〇
七
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下
村
=

『土
佐
熱
』
に
關

す
る
研
究

五
〇
八

第 三 表

秋疫A型 パ イフェル氏反應(海 獏)

此
の

秋
疫
A
型

「
レ
プ
ト
」
と

土
佐
熱
恢
復
期
患
者
血
清

一

〇
)例
と
の
免
疫
反
應
を
見
る

に
別
表

の
如
し

。

第
三
、
七

日
熱

「
レ
プ
ト
」
と

の
關
係
に
就

て

使
用
病
原
め

毒
力

使
用

「
レ
プ
ト
」
は
大
分
縣
下

に
於

て
佐
藤
氏

の
分
離
し
た

る
も
の
を
傳
研

ワ
イ

ル
室

に

保
管

せ
ら
れ
た

る
も
の
に
し

て
分
離
當
初
は
よ
く
幼
弱
海

獏
を
斃
死
せ
し
め
た
る
も
現

今
は
幅
島
氏
培
地

に
一ご
十
五

度
に
於

て
四
十
八
時
間
培
養

し
た
る
も
の

一
・
〇

竓
注
入

に
よ
り
弱
く
黄
疸
を
起
し
四

日
間
は
腹
腟
液

に
「
レ
プ
ト
」

を
證
明
し
得

る
も
斃
死
す
る
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第 四 表

秋 疫A型 パ イ フ ェル 氏 反 應 「マ ウス 」

第 五 表

七 日熱 パイフェル氏反應(海 獏)

 

下
村

=
『土
佐
熱
』
に
關
す

る
研
究

五
〇
九
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下
村

11

『土
佐
熱
』
に
關

す
る
研
究

五

一
〇

第 六 表

七 日熱 パ イ フ ヱル 氏 反應 「マ ウス 」

こ
と
な
き
程
度
の
も
の
な
り
。

「
マ
ウ

ス
」
に
對
し

て
は

甚
だ

弱
く

同
じ

培
養

〇
・
五
竓
を
腹
腔
内

に

注
射
す
れ
ば

二
十
四
乃

至
四
十
八
時
間
に
て
「
レ
プ

ト
」
は
消
失
す

る
程

度
な
り
。
此

の
七

日
熱

「
レ
プ
ト
」
と
土
佐
熱
三恢

復
期
患
者
血
清

一
〇
例
と
の
免
疫
反
應
は
別
表

の
如
し
。
以
上
三
種
の
「
レ
プ
ト
」
と
土
佐
熱
恢

復
期
患
者
血
清
と
の
關
係
を
詳
細

に
點
見
す
る

に
何
れ
も
免
疫
反
應
陰
性
と
斷

定
し
得

べ
く
是

等

「
レ
プ
ト
」
屬
に
依

る
疾
患

と
は

考

へ
ら
れ

ざ

る
も
海
獏
を
使
用
し
た
る
別

氏
現
象

に
於

て

ワ
イ

ル
「
レ
プ
ト
」
は
全
く
反
應
陰
性
な
る
仁
秋

疫
A
型

「
レ
プ
ト
」
に
は

二
、
三
反
應
を
起
し
た

る
も
の
あ
り
、
即
ち

一
〇
例
中
三
例

、

、

に
は
弱

く
反
應
し

一
時
間
半
、

二
時
間
乃
至
六
時
間

の
間
に
「
レ
プ
ト
」
の
死
滅

す

る
を
認

め
培
養

の
結
果
も
明

か
に
「
レ
プ
ト
」

を
認

め
す
即
ち

パ
氏
反
應
陽
性

の
成
績
を
得
た

り
。
然
し
乍
ら
之
を

「
マ
ウ

ス
」
を
用
ひ

た
る
パ
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氏
反
應

に
於

て
は
全
く
陰
性

な
る
を
認

め
海
獏
を
用
ひ
て
行

へ
る
パ
氏
反
應

の
不
確
實

性
を
示
し
た
り
。
之

と
同

じ
例
は
七

日
熱

に
於

て
も
亦

二
例
に
於

て
認

め
ら
れ
た
り
即
ち
、

、

は
實
施
三
〇
分
に
し
て
全
く
溶
解
死
滅
し
以

つ
て
陽
性
の
反
應
を
呈
す

る
も
之

ゼ
「
マ
ウ

ス
」
を
用
ひ
て
行

へ
ば
全
く
陰
性
に
し

て
關
係
な
し
殊
に
、

、

の
如
き
は
秋
疫

A
型

に

も
七
日
熱

に
も

作
用
す
る
所
を
見
れ
ば
そ

の
不
確
實
性
を
認
む
る
に
充
分
な
り
と
す
。
即
ち
本
法
は
五
倍
乃
至

一
〇
倍

の
血
清
を
用
ひ
て
は
土
佐
熱
患

者
血
清
に
も
秋
疫
A
型
、
七

日
熱

「
レ
プ
ト
」
を
溶
解
す
る
類
屬
溶
菌
現
象

の
起

る
こ
と
あ
る
を
認
め
先
年
井
戸
氏
が
土
佐
熱
患
者
血
清

の
七

日
熱

「
レ
プ
ト
」
に
作
用
せ
り
ご
發
表
せ
る
は
恐
ら
く
此

の
實
驗

根
博

に
依

る
も
の
に
し

て
決
し

て
誤
謬

な
ら
ざ

る
べ
し
と
雖
も
若

し
當
時
秋
疫
A
型

「
レ
プ
ト
し
の
發
見
あ
り
せ
ば
又
之
れ
に
も
作
用
し
、
土
佐
熱

は
七

日
熱
と
秋
疫
と
の
雨
病
原

の
混
在
に
依

る
と
言
は

ざ

る
を
得
ざ

る
誤
謬

に
至
り
し
な
ら
ん
。

竝
に
於

て
余
は
海
獏
に
よ

る
五
倍
乃
至
十
倍

の
稀
釋
度
に
依
る
、

パ
、氏
反
應
は
病
原
確
定

の
免
疫
反
應

と
し
て
不
適
當
た
ひ
る
を
知
り
、

「
マ
ウ

ス
」を
用
ふ
る
パ
氏
反
應

の
確
實

な
る
を
認
め
常
に
罹
者

の
併
行
實
驗
を
希
望
す

る
も
の
な
り
。

尚
此

の
患
者

(

、

、

)
は
秋
疫
A
型
、
七

日
熱
等
に
置
患
し
た
る
こ
と
な
く
秋
疫
A
型
症
、
七

日
熱
症
の
誤
診
な

ら
ざ

る
こ
と
は
血
清

の
稀
釋
度
を

二
〇
倍
以
上
に
高
め
る
時
は
海
獏
を
使
用
す

る
も
反
應

な
き
に
比
し
臨
牀
上
秋
疫
A
型
症
、
七

日
熱

第

七

表

リ
ー
ケ

シ
ベ
ル
グ
氏
反
應

下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關
す

る
研
究

五

一

一
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下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關
す

る
研
究

五

一
二

備

考
 
對

照
に
は

そ
れ

ぞ
れ

「
レ
プ

ト
」
の
家
兔
免
疫
血
清
を
用

ひ
た
り
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症
の
眞

正
症
は
五
〇
倍

一
〇
〇
倍

に
稀
繹
せ
る
血
清
を
用
ふ
る
も
よ
く
反
癒
す

る
に
よ
り
言
ひ
得
べ
し
。

次
で
余
は
念

の
爲

め
以
上
三
種
の
「
レ
プ

ト
」
に
樹
し
り
ー
ケ
ヨ

剣
、ノ
列

氏
帯
荷

現
象
を
行
ひ
た
る
に
其
結
果
は

左
表

の
如
く
よ
く

[、
マ

ゥ

ス
」
の
。ハ
ィ
フ
ェ
ル
氏
現
象
に

一
致
し
全
く
反
癒
な
き
を
知
り
た
6
。

師
ち
高
知
市

の
土
佐
熱
恢
復
期
患
者
血
清
は
既
知
一、
レ
プ

ト
」
、

熟
不
〆
、
秋
疫
A
型
、
七
日
熱
、
「
フ
ヰ
ブ
リ
ー

リ

ス
」
,
水
中

ジ

プ
ト
氏

等
に
反
磨
な
き
を
知
り
π
り
。

第
麗
章

高
知
市
及
附
莚
慰
流
行
す
る
ワ
イ

ル
厳
病
不
壼
璽
患
者
轟
清
と
既
知

「
レ
プ

ト
」
と

の
見
疫
反
鷹
に
就

て

以
上
記
述

せ
る
如
く
高
知
市
に
流
行
す

る
土
佐
熱
恢
復
期
患
者
血
清
は
既
知
病
原

「
レ
プ
ト
」
ご
何
等
免
度
反
慮
を
呈
せ
ざ

る
を
知
り
だ

る
他
當
市

に
於

て
地
方
病
的
に
毎
年
畿
生
す

る
フ
ィ
ル
氏
病
患
者
の
余

の
診
を
乞

ふ
者
は

一
ヶ
年
季
均

一
三
名

を
算
し
河
れ
も
土
佐
熱

流
行
地
域
ご
地
理
的
に
全
く

一
致
す
る
も
患
者
の
疫
學
的
拉
び
に
臨
淋
的
所
見
は
全
く
異
な
か
を
論
じ
だ
り
し
が
其
不
全
型

の
も
の
に

到
り
て
は
確
然

だ
る
優
別
を
困
難

ど
す

る
場
合
あ
る
の
み
な
ら
す
未
だ
高
知
市
に
防
引

勘
氏
病
以
外
の
ジ

プ
ト
」
病
の
登
生

せ
る
報
告

あ
す
し
を
知
ら
ざ

る
が
故
に
不
全
型

ワ
イ
ル
症

の
既
知

「
レ
プ
ト
」
こ
の
關
係
を
知

る
も
亦
興
味
多
き
所
ご
し
て
鼓

に
實
験
に
著
手
し
セ

}9

。

余
が
こ

、
に
ゾ
ぞ
イ

氏
病
の
不
全
型

ご
稽
す
る
は
定
型
納

ワ
イ

ル
氏
病
こ
異
な
り
て
概
し

て
特
有
症
歌
著
明
な
ら
す
時
に

一
部
症
欺
を

歓
如
し
或
は
高
熱
を
以

つ
て
却

つ
て
淋
巴
腺
腫
大
の
著
し
き
も
の
あ
る
も
黄
痕
及
出
魔
を
認

め
す
咽
頭
症
歌
、
筋
痛
、
歩
行
困
難
、
眼

球
結
膜
充
血
等
は
輕
微
な

る
を
普
通

ご
し

て
文
献
に
依
る
秋
疫

A
型
症
、
七

日
熱

症
ご
近
似
す

る
も
の
な
り
。

探
血
せ
る
患
者
は
自
己
診
断

の
も
の
六
名

こ
地

理
的
に
秋
疫
好
登
生
地
こ
目
ざ

さ
れ
た
る
香
美
郡
山
田
町
よ
り
團
野
氏

の
途
ら
れ
詑
る

二
名
を
加

へ
合
計
八
例
に
し

て
登
病
よ
り
探
漁
に
到

る
日
歎
及
簡
輩
な

る
病
症
を
例
記
せ
ば
左
表

の
如
く
多
く
は
黄
疸
、
出
血
を
機駅
如

し
或
は
輕
度

に
現
は
れ
て
不
全
型

フ
ィ
ル
症
こ
診
噺
す
る
を
得

る
も
の
な
り
〇

下
村
=
『土
佐
熱
』
に
關
す
る
研
究

五
一
三
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下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關

す
る
研
究

五

一
四

第 八 表 ワイル不全型症候表

↓免
」疫

反
雁
卿
ご
し

て
一行

へ
る
は

パ
氏

反
雁
卿
(海
棺
倣
、

「
マ
ゥ

ス
」
)
及

び

り
ー

ケ

ン
ベ

ル
グ
氏

反
癒

こ
し

其

術
式

及

「
レ
プ

ト
」
の
毒
力

等

は
前

實

験

ご
等
し

き

注
意

の
下

に
行

ひ

陀

る

に
其
成
績

は
別
表

の
如

く

、

の
三
例
は
秋
疫
A
型
に
反
癒
す

る
を
認
め
陀

る
他

痩
鯨
五
例
の
血
清

は
総
て
ワ
イ

ル
「
レ
プ
ト
」
に
反
癒
し
七

日
熱

「
レ
プ
ト
」
に
反
癒
せ
る

も

の
は
皆
無
な
り
き
。

印
ち
第

二
例

は
海
狽

「
マ
ウ

ス
」
雨
者
共
全
く
陽
性

に
反
慮
し
り
氏
反
癒
は

二

六
〇
倍
の
稀
繹
度

に
於
て
も
著
明
に
帯
荷
現
象
現
は
れ
確
然
陀
る
秋
疫

A
型
痕
血
清

ご

断
定
す

る
を
得
陀
り
。

第
三

例

は
ソ
氏
反
懸

に
於

て
は
ワ
イ
ル
「
レ
プ
ト
」
に
八
〇
倍
迄
陽
性
反
癒
を

呈
し
、
海
狽
使
用
の
パ
氏
反
鷹

に
於

て
は

ブ
イ

ル
、
秋
疫

A
型

に
反
慮
し

て
厩
別
不
能

な
り
し
も
「
マ
ウ

ス
」
を
使
用
せ
る
パ
氏
反
慮

に
於

て
は

一
時
間
後
秋
疫
A
型

「
レ
プ
ト
」

は
全
く
溶
解
す

る
を
認
め
だ
り
之
れ
に
よ
り
大
禮
秋
疫
A
型
症
な
ら
ん

ご
推
論
し
得
る

も
の
な
り
。

第

三
例

は
海
狽
使
用

パ
氏
反
癒
に
於

て
は

ブ
イ

ル
及
び

秋
疫

A
型
爾

ジ

プ
,

ト
」
に
反
鷹

せ
し
も

「
マ
ゥ

ス
」
を

用
ひ
陀

る
パ
氏
反
慮

に
あ
り
て
は

秋
疫
A
型

「
レ
プ

ト
」
は

二
時
間
後
全
く
溶
解
し
、
叉
り
氏
反
癒
は
秋
疫
A
型

「
レ
プ
ト
」
に
強
く
現
は
れ
入

〇
倍
迄
陽
性
反
慮
を
呈
し
陀
り
、
然

る
に
更

に
ワ
イ

ぞ
、
レ
プ
ト
」
に
對
し

て
も
四
〇
倍

迄
弱
度

の
陽
性
反
癒
を
現
せ
り
。
之

れ
に
依
り
て
本
例
の
如
き
は
、

「
マ
ウ
ス
」
使
用

パ
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氏
反
慮
ご
り
氏
反
癒
の
結
果
よ
り
し

て
秋
疫
A
型
症
こ
言
ふ
を
得

べ
し
。

然
し
乍
ら
第

二
及
第
三
例
は
確
定
的
の
も
の
こ
言
ひ
難
し
。
依
り
て
此

の
三
者
の
臨
躰
上

の
所
見
を
鼓
に
略
記
す

る
に
左
の
如
し
。

第

一
例

、
 三
十
歳

男

漁
業

登
病
地

登
病
に
悪
寒
た
以

つ
て
始

ま
り
頭
痛
、
全
身
筋
痛
々
圭
訴

と
し
翌

日
ば
左
股
腺

の
腫
大

及
膣
痛
あ

ろ
こ
と
に
氣
付

き
れ
り

と
言
ふ
。

初
診
ば
登
病

三
日
目

の

午
後

三
時
に
て

讐
温
三
九
・
九
分
、
版
搏

百
至
緊
張
あ
り
、
頭

痛
、
全
均
筋
痛

甚
し
く
咽
頭
登
赤
、
眼
球
結
膜
充
血

笛
中
等
度

に
む
て
特

に
眼
裂

の
所

に
著
明
な
り
、
左
股
腺

腫
大
に
栂

指
頭
大
に
て
膣
痛
あ
り
、
歩
行
困
難
あ
り
て
腱
反
射

に
弱
く
、
肝

臓

に
乳
腺
上

弓
下

一横

指

に
腫
大
し
膣
痛
輕
度
な
り
、
四
日
目
以
後
に
諸
症

状
輕
快

しし
七
日
目

に
到

る
も

黄
疸

及
び
出
血
々
認
め
す
し
て
比
較
的
早

く
全
治

せ
り
。

第

二
例

、
十
六
歳

男

農
業

饗
病
地

登
病

悪

寒
と
同
時
に
頭
痛

あ
り

し
も
共
日
ば
就
床
せ
噛
へ
翌
朝
髪
熱
し
頭
痛
あ
.り
し

と
言

ふ
。

初
診

ば
登
病

五
日
目
の
午
前

九
時

に
て
患
者
に

歩
行

し
て

外
來
せ
り

、

頭
痛
、
全
均

倦

怠
あ
り
特

に
下
肢

に
甚

し
く

倦
怠
た

覧

へ
、

歩
行
ば
稽

く
困
難
な
り

と

言
び
筋
痛

は

輕
く
唯
腓
腸
筋

が
特

に
痔
痛
々
感
じ

咽
頭

症
状
な
く
、
眼
球
結
膜
充
血
に
微
に
現

ば

れ
、

左
股
腺
ば
指
頭
大

に
腫
大

し
歴
痛

あ
り
、
肝
臓

ば
弓
下
凡

二
横
指

に
腫
大

し
微

に

膣
痛

あ
り
黄
疸

、
出
血
ば
経

過
中
之
れ
々
認
め
す
。

第

三
例

、
五
十

八
歳

男

盤
職

登
病
地

本

例
に
自
己
診

噺
の
患

者
に
あ
ら

ざ
る
々
以
つ
て

臨

抹
上
の

所
見
ば

明
か
な
ら

ざ
る

も
地
理
的

に
土
地
高
燥

に
し
て
水
田
淺

く
疫
學
的

に
は
秋
疫

流
行
地

に
.近
似

せ
り
。

以
上
の
如
く
第

一
、
第

二
例
に
於
て
は

一
般
症
状
輕
微
に
し
て
全
経
過
短
か
く
、
黄
疸
及
出
血
を
全
く
敏
如
し
不
全
型
ワ

イ

ル
氏
病
こ

し
て
も
判
定
に
苦
し
む
個
所
あ
り
。
之
れ
を
棘
品
、
盛
澤
、
北
山
氏
等

の
静
岡
縣
の
秋
疫

症
の
臨
淋
所
見
こ
樹
比
す
る
に
梢

ヽ
近
似
鮎

あ
る
を
認

め
だ
り
。
殊
に
第

三
例
の
如
き
は
地
理
的
見
地
よ
り
し

て
フ
ィ
ル
氏
病
登
生
地
に
比
し
乾
燥
地
方

に
有
り
ご
言
ふ
從
來
の
疫

學
的
差
異
も
梢

ヽ
認
め
得
べ
く
未
だ
病
原
の
分
離
を
得
ざ
る
今

日
俄

に
断
定
は
困
難
な
れ
ど
も
高
知
市
及
附
近
に
も
秋
疫

A
型
症
に
属

す

る
患
者
の
存
在
す
べ
き
こ
ご
を
知

る
も
の
な
り
。

以
上
實
験
の
結
果

フ
ィ

ル
氏
病
患
者
血
清
は
螢
病
後

二
年
三
ヶ
月
間
に
於

て
も
列
氏
反
癒
最
低
四
〇
倍
よ
り
三

二
〇
倍

に
到
る
間
に
反

癒
陽
性
を
呈
し
、
秋
疫
A
型
症
に
於

て
は

一
年

二
ヶ
月

の
問
は

一
六
〇
倍

の
反
磨
陽
性
を
示
す
を
見
た
り
。

下
村
=
『土
佐
熱
』
に
關
す
る
研
究

五
一
五
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下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關

す
る
研
究

五

一
六

第 九 表 海狸 パイフェル氏反磨
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備考 樹 照にはそれぞれ「レプト」の家兎冤疫血清た用びた り

第 十 表 「マウス」 パイフェル氏反鷹

 

下
村

=
「
土
佐
熱
」
に
關

す
る
研
究

五

一
七
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下
村

=
『
土
佐
熱
』
に
關
す
ろ
研
究

五

一
八

備考 封照にはそれぞれ「レプト」の家兎免疫血清た用ひたこり

第十一表 リーケンペノレグ氏反慮
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備考 對照にはそれぞれ「レプト」の家兎免疫血清為用ひたり

第
六
章
 
結

論

余
は
昭
和
四
年
以
降
同
九
年
十

二
月
に
對
る
高
知
市
及
附
近
に
爽

生
せ
る
土
佐
熱
患
者
総
数
百
〇
三
例
の
疫
學
的
蛙
に
臨
鉢
的
観
察

に
よ
り
左

の
結
論
を
得
た
り
。

二
、
本
病
は
熊
本
に
於
け
る
鏡
熱
ご
は
よ
く
近
似
し
彼
我

に

一
致

鮎
多
く
し

て
唯
男
女
別
に
於

て
鏡
熱
が
男

二
・
二
に

蜀
し

女

二
な

る
に
反
し
土
佐
熱

は
男

一
・
一
に
饗
し
女

二
の

比
を

見
る
こ
ご
を

知
れ
り
。

一
、
 パ
イ
フ
ェ
ル
氏
腺
〃熱
ご
は
串
心者
二登
生
の
年
齢
的
に
差
違

あ
る

を
認
め
た
り
。

一
、
 余
は
臨
鉢
上
の
所
見
よ
り
し

て
疾
患
の
時
期
を
第

二
期
第

二

期

(就
床
期
)
第

三
期
恢
復
期

ご
假

に
名
づ
け
三
期

に
分
類
し
得
る

を
知
り
た
り
。

二
、
 本
病

の
有
熱
期
間
を
纒
過

に
よ
り

二
週
間
型
、
三
週
間
型
の

.

二
種
に
大
別
し
得
ら

る
、
こ
ご
を
知
り
た
り
。

一
、
 本
病

に
は
未
だ
嘗
て
口
唇

「
ヘ
ル
ペ

ス
」
を
認

め
す
。

二
、
 土
佐
熱
恢
復
期
患
者
血
清
は
既
二知

「
レ
プ
ト

ス
ピ
ラ
」
に
反
癒

せ
ざ

る
こ
ご
を
知
り
た
り
。

(但
し
海
狸
を
實
験
動
物
こ
し

て
パ
氏
反
鷹
を

行

な
ふ
場
合
に
は

下
村
=

『土
佐
熱
』
に
關
す

ろ
研
究

五

一
九
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下
材
=
『土
佐
熱
』
に
關
す
る
研
究

五
二
〇

秋

疫

A
型
、
七

日
熱

等

の

「
レ
プ

ト

ス
ピ
ラ
」
に
樹

し

て
五
倍

乃
至

一
〇
倍

の
患

者
血
清

の
稀
繹
度

に
於

て
反
癒

あ

る
が
如

き
結

果
を
得

る

こ
こ
あ

る
も
新

家
氏

法

に
よ
り

「
マ
ゥ

ご

を
用

ふ
る
時

は
判
然

陰
性

成
績

を
認

め
得

た

り
)
。

一
、
高

知
市

及
附

近

の
ワ

ィ

ル
氏
病

流
行
地

に
秋

疫

A
型

症

の
存

在
す

る
こ

ご
を
血

清

學
的

に
謹

明
し

得

た
り
。

稿
々
欄
く
に
あ
れ
り
御
懇
篤
な
る
御
指
導
ご
御
校
閲
と
々
賜
ば
り
し
高
木
敏
授
に
深
甚
の
謝
意
た
表
し
、
傳
染
病
研
究
所
第
八
細
菌
室
の
諸
氏
の
御
助
力
蘇
に
福
嶋
學
兄
の
御

援
助
た
深
謝
す
。

文

献

1)
 明
石
,
 
鏡
熱
(
流
行
性
腺
熱
)
に
就
て
,
 
日
本
傳
染
病
學
會
雑
誌
,
 
第
1
1
巻
,
 
第
5
號
(
昭
和
2
,
 
2
)
2
)
小
嶋
,
 
金
山
,
 
高
知
縣
に
流
行
す
る
一
種
の
不
明
熱
性
病
に
就
て
,

日
本
傳
染
病
學
會
雑
誌
,
 
第
1
巻
,
 
第
7
號
(
昭
和
2
,
 
4
)
3
)
鈴
江
,
 
本
邦
に
於
け
る
流
行
性
腺
熱
(
鏡
熱
)
に
就
て
,
 
特
に
其
地
理
的
病
理
學
的
研
究
,
 
日
本
病
理
學
會
雑
誌
,

第
22
巻
(1
9
3
2
)
4
)
小
嶋
(
三
郎
)
,
 
八
代
町
地
方
に
於
け
る
(
鏡
熱
)
の
系
統
的
竝
に
疫
學
的
研
究
,
 
熊
本
醫
學
會
雑
誌
,
 
第
9
巻
,
 
第
1
2
號
(
昭
和
8
,
 
1
2
)
5
)
非
上
,
 
リ

ー
ケ
ン
ベ
ルレ
グ
現
象
知
見
補
遺
.
 
6
)
 
神
品
,
 
鹽
澤
,
 
北
山
,
 
秋
疫
の
症
状
に
就
て
,
 
東
京
醫
學
會
雑
誌
,
 
第
3
7
巻
(
大
正
1
2
)
7
)
井
戸
,
 
伊
藤
,
 
和
邇
,
 
七
日
熱
病
原
「
ス

ピ
ロ
ヘ
ー
タ
」
に
就
て
,
 
東
京
醫
事
新
誌
,
 
第
2
0
5
2
號
(
大
正
6
)
8
)
鳥
房
,
 
雨
森
,
 
波
佐
見
熱
に
就
て
,
 
日
本
傳
染
病
學
會
雑
誌
,
 
第
7
巻
,
 
第
4
號
(
昭
和
8
,
 
1
)


